
伏ふ
し

見み

山や
ま

〔
今
の
城
山
な
る
べ
し
。
一
名
松
原
山
、
山
峯
に
古
松
多
し
〕

拾
遺
愚
草
　
　
伏
見
山
妻
こ
ふ
鹿
の
涙
を
や
か
り
ほ
の
庵
の
萩
の
う
へ
の
露
　
　
　
　
　
　
　
定
　
　
　
　
　
家

玉
　
　
吟
　
　
ふ
し
み
山
秋
の
田
面
の
色
づ
く
は
松
の
み
ど
り
ぞ
よ
そ
に
な
り
行
　
　
　
　
　
家
　
　
　
　
　
隆

八
月
十
五
日
ふ
し
み
に
み
ゆ
き
あ
り
て
、
人
々
に

哥
よ
ま
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
つ
ゐ
で
に

御
　
　
集
　
　
軒
近
き
相
原
山
の
秋
風
に
ゆ
ふ
ぐ
れ
き
よ
く
月
出
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
　
　
見
　
　
院

伏
水
の
覇
跡
は
、
文
禄
三
年
豊ほ
う

太た
い

閤か
ふ

初
て
城
を
営
給
ふ
、
監
官
は
佐さ

久く

間ま

河
内
守
、
滝た
き

川か
は

豊ぶ

前
守
ぜ
ん
の
か
み、

佐さ

藤と
う

駿す
る

河が
の

守か
み

、
水み
づ

野の

亀か
め

之の

助す
け

、
石い
し

尾を

与よ

兵
衛
也
。
厥
后
慶
長
五
年
七
月
晦
日
、
石
田
三み
つ

成な
り

が
叛
逆
に
て
、
金き
ん

吾ご

秀ひ
で

秋あ
き

、
宇う

喜き

田た

秀ひ
で

家い
へ

、
此
城
を
攻
る
。
江
州
永な
が

原は
ら

の
兵
卒
敵
を
通
じ

て
落
城
す
。
城
将
鳥
居
内
藤
侯
な
ど
戦
死
し
て
美
名
を
永
世
に
輝
す
。
今
は
荒
廃
田
園
と
な
つ
て
、
桃
花
ひ
ま
な
く
、
弥
生
の
盛
に
は
遠
近

人
こ
ゝ
に
游
宴
す
、
特こ
と

に
は
宇
治
見
〔
月
見
の
岡
と
も
い
ふ
〕
風
色
幽
妙
に
し
て
絶
勝
の
名
区
な
り
。

宇
　
治
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く
　
桃
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く
　
陰
　
の
　
花
　
菜
　
か
　
な
　
　
　
　
　
　
　
信
　
　
　
　
　
徳

大
　
名
　
の
　
字
　
を
　
桃
　
の
　
は
　
た
　
け
　
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
秀

月
　
見
　
せ
　
ん
　
ふ
　
し
　
み
　
の
　
城
　
の
　
捨
　
廓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
　
　
　
　
来

水
　
寒
　
し
　
生
　
駒
　
に
　
つ
　
ゞ
　
く
　
春
　
の
　
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
　
　
　
　
　
竹
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。
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弾
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。
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仙

空　
ク

看　
ル

春

鳥　
ノ

飛
。
　
コ
ト
ヲ

多

少

田

夫　
ノ

屋
。

相

連　
ル

古

塁　
ノ

間
。

幼

児

纔　
ニ

五

歳
。

同

能

説　
タ

破2

三

　
ル
コ
ト
ヲ

韓　
ヲ1

。

高

台

見2

陳

跡　
ヲ1

。

倚　
テ4

杖　
ニ

日

黄

昏
。

空

谷

多

年　
ノ

恨
。

同

桃

花

終　
ニ

不4

言　
イ
ハ。


